
 

 

 

参考資料）  学校給食における食物アレルギーの対応について 

食物アレルギーについては、専門家の間でもその定義が確立していない状況でありますが、深刻なアレルギー

の症状がある場合は、なんらかの対策が必要になってきます。 

知名町立学校給食センターでは、食物アレルギーを有する児童生徒に対して下記のように対応を実施しています。

なお、個々のアレルギー症状が変化していく場合もありますので、すでに対応を実施している児童生徒につきま

しても、年度当初には確認のため、再度調査用紙を提出していだきますようよろしくお願いいたします。 

 
  

 

 

入学・進級時、新規発症時、転入時、保健調査票や家庭訪問等で、食物アレルギーについて学校へ知らせる。 

                

申し入れ           連絡 

 

 １ 学級担任（養護教諭） 

   ・アレルギーを有する児童生徒の実態や主治医の指示について確認をとる。 

・学校給食での対応の要請があった児童生徒については、別紙の調査用紙を保護者に記入してもらう。 

【留意点】 ・医師の診断により食物アレルギーの原因食品が明確であること 

 ・医師からの原因食品の除去指示があること 

 ・家庭でも原因食品を除いた食事等を摂取していること 

 ２ 学校長 

   ・校長、教頭、学級担任、保健主任、養護教諭、給食担当者等で対応を検討・決定する。 

（校内で対応するのか（＊１）、給食センターに対応要請するかなど） 

・給食センター対応の場合、給食センターと連絡調整を行い、対応を検討・決定する。 

・学校給食での対応について、保護者からの承諾を得る。 

＊１・・・「校内での対応」とは、児童生徒が自分で食べるときに除去する、家庭からの弁当を持参するなど 

 
 

申請            連絡 

 

学校から対応の要請があった場合、給食センターで可能な範囲の対応を検討・決定する。 

 【給食センターの対応例】 

   ○除去食・・・卵がアレルゲンの場合：卵を釜に入れる前に調理中の食材を小鍋にとりわけ、その後の調理を行う。専用 

容器に入れ配送する。 

    ○代替食・・・えびがアレルゲンの場合：メインのおかず（例 エビフライ）のとき、それに代わるフライを用意し、専 

用容器に入れ配送する。 

 

連絡            連絡 
 

 
 

   担任や保護者は、アレルギーを有する児童生徒へ注意を促す。（献立表にアレルゲンとなる食材が 

入っているメニューに蛍光ペン等で印をつけておく、声かけ等） 

担任は他の児童生徒へアレルギー対応についての共通理解を図る。 
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